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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に　　　　　　　　　　　　　．，
　言語は勁的な現象であり，絶え間のない変化からのがれることは出来ない．ドイッ語の発展も絶
え間のない。Stirb und werde !“を示している．
　格の領域でもいくつかの変化発展が見られるに仮定的なインド，ゲルマン祖語.においては．主格，
呼格，対格，属格，与格，奪格，位格，具格の八つの格があったとされるが，ゲルマン共通語時代
にすでに奪格と位格が消滅し，呼格はゴート語に残っているのを除けば主格と一致し，具格は名詞
の場合は男性および中性の単数において見られるだけになるが，古高ドイッ語時代になると具格は
ますます, mit, durch, von,などの前置詞によってumschreibenされるようになった，’
　I近代ゲルマン語においでは，属格が大きな損失をこうむった．オランダ語，英語では専ら前置詞
van ; of によるUmschreibungが行なわれ，格に関してはロマンス諸語の分析性を得，わずかに
所有者に関する語尾-Sが属格の名残りをとどめている．
　ド･イッ語においても，中高ドイッ語時代までは属格が豊富に，かつ広範囲に用いられていたが，
新高ドイッ語においては属格による文章論的関係の表現は著しく退化し，属格に代わって,｀主と
して，主格ないし対格，又はｖｏｎその他の前置詞によるUmschreibungが行なわれている．
　中高ドイッ語において盛んに用いられた属格の用法が何故，新高ドイッ語時代に至って甚だしく
退化したのか，以下においてその退化の過程を辿りながらその理由を考察する．
　　　　　　　　　　　　　　　　１．属格一般の衰退　　　　　　，．
Ａ．格の形態上の一致
　a) mhd.では, ein glas wassers ; ein stiicke brdtes 近代のドイツ語では, ein Glas Wassers ;
ein stuck Brotes と云っていたか，現代のドイツ語ではein Wasser; ein Stuck Brot と云う．
　この変化は属格か属格としての明瞭な特徴を有していない場合に由来している.
　　ein Glas Milch ; ein Schar Frauen
　　ein Paar Schuhe ; ein Haufe Menschen
　ゴート語においては格の形態か非常に豊かであり完全な語尾母音を有していたが，その後，語の
主アクセントの語幹音節への移動に伴ない, mhd.時代に至って語尾音節の弱化，あるいは，消滅
を来たし，格の形態の平板化を招き，もはや格があらゆる場合に互いに明確に区別されうるとは限
らなくなった．このような事情からmhd.においてもすべての単数の女性名詞の属格形とすべて
の性の名詞の複数の属格形は属格としての特徴か欠如している．従って，この属格形は本来の支配
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語でもある主格，属格，対格と外見上一致しているため，格の一致という感覚が発達習慣化し，つ
いには明瞭な属格の特徴を有している男性と中性の単数名詞の属格さえも，その支配語の格と一致
させるようになった．しかしながら，付加語的形容詞を伴なっている構文においては属格はよく保
存されている，特に高尚な文体においては.
　eine Flasche guten Rheinweins ； ein Glas siJBer Milch　しかし，それと並んでein FaB altes
Bier ; einem Becher guten Wein も 普通に行なわれている．
　ｂ）ｍｈｄ．時代までは動詞，形容詞の補足語に属格かしばしば用いられていたか，今日では殆
ど対格あるいは前置詞結合に代わられている．属格に代わって対格が用いられるようになった事情
については, Behage目こよって説明すると, mhd.では, ich bin es sat;　ich bin 6 muede. ich
geniezze es ; er izzet etewaz brutes.　と云っていたが，今白のドイツ語,ではich bin es satt ; ich
bin es mude: ich genieBe ｅＳ;er iSt etwas Brot.という．
　この構文上の変化は形態上の変化に由来している．今日の代名詞eSはmhd.ではez.その異
格はeSであったが, mhd.時代の末期に至って「S」音と「ｚ」音とが音韻上.一致し，その結果
　「ｚ」が「S」と表記されるようになり，属格は対格と同じ形態を有するようになり，語感上，対格
と解されるようになった．その後，更に類推的に，明瞭な対格も用いられるようになった．これは
ich bin es zufrieden, daS du ihn besuchst.　の文において，eSが省略さることによれって, daB
以下の従属文が目的語と解されるようになり，上記の事態が促進されたと考えられる. ich genie(3e
eSにならってich geniefie das. 更に, ich genieBe das Gluck. ich bin es satt.にならってich
bin das satt.後に更に, ich esse das Brot,という構文が生じた．
Ｂ．文章論的関係の明確化
　一般に動詞の属格目的語の示す対象は動詞の意味する勁作に対してゆるい関係にあり，対格目的
語ほど，直接かつ全面的にはその動作によって関係づけられていない.（1〉Ich freue mich deines
Glucks. (2) Teh werde der Sache erwahnen. (3) Trinket des Weins ！
（1）の場合，属格語deines Glucks はfreuenの原因を表わしており, (2)の場合■ erwahnenは
der Sache に単に接触しているにすぎない. (3)･の場合■ trinkenはdes Weins の一部にのみ関係
している．このように属格の，勁詞に対するかかわり方か浅いと，文章論的関係も不明確になり勝
ちであり，勢い，その関係を明確に表現しようという心理から属格に代わって前置詞構文が用いら
れるようになったと考えられる.
　19世紀頃までは動詞と共に属格か一般に用いられていた. Sie staunte dieses Anblicks. Ich
achtete dieser Worte nicht. Du lachst des trotzigen Entschlusses. はそれぞれ，今日のドイッ語
では, Sie Staunte uber dieses Anblick. ich achtete auf dieser Worte nicht. du lachst iiber
den Entschluss. という．しかし慣用的表現の中に同格がなお保持されている. Er stirbt Hungers;
ich sterbe des Glaubens. wir leben der Hoffnung daB….なお，前置詞による属格の代用の普
及は格の形態の平板化による格関係の不明確さによっても促進された．属格は不明瞭であ芯ため，
格関係を明確にしようとする心理からも前置詞構文か生じたと考えられる.
　　ein Strahl der Hoffnung とは云えるが, ein Strahl Hoffnung とは云わずにein Strahl von
　　HofTnungというのかその例．
　しかし，言語は屈折の欠如の場合にだけ前置詞構文が用いられるという段階にはとどまってはい
ない．言語は絶えず発展しているのであり，明白な同格形を有しているにも拘らず，上記の例の類
推からBesitzer von Land ； der Gipfel von ijbermut という前置詞構文が用いられるようになっ
た．
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　　２．部分的属格の退化
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　属格の中でもっとも退化の甚だしいのは，いわゆる部分的属格である．これは全体の一部を問題
にする場合に用いられ，属格の語は数量不定の全体を表わす場合もあれば，あるー定の限定された
全体を表わす場合もある．この部分的属格はmhd.時代には広く用いられたか，現代ドイツ語に
おいては多くＶｏｎあるいは　unterにとって代わられつつある. die Halfte meines VermSgens
keiner meiner Freunde, der altestedieser Leute は今日ではdie Halfte von meinen Freunden,
die altesteunter diesen Leuten という前置詞結合が用いられるのが普通である，又，部分的属格
は以前は数量を表わす，名詞化された形容詞と結びついてよく用いられたが，この形容詞の機能か
変化したことによって，そ杵と共に用いられた属格か消滅した. mhd. vil geldes, wenec brdte
この構文は18世紀に至るまで保持されたviel Volk (Lu.), viel Gliicks (Lessing), in wenig
Landes (Haller),しかしながら，今日ではこの表現は一般に付加語的結合に変形された．すなわ
ち, viel,wenigが付加語的形容詞として用いられるようになった．この変形は> aus vielUrsachen
(Goethe), an so viel blijhenden Stelten(Herder), auf wenig Blattern (Goethe)のような前置
詞構文に由来してい‘る．前置詞の格支配を形態上明らかにしたいという心理から属格と与格との交
換が生じたため，本来名詞的に用いられていたviel, wenigは変化語尾のない付加語的形容詞と語
感の上で解されるようになった．その結果，他の場合にも（前置詞構文以外の場合にも）類推的に
付加語的形容詞としても用いられるようになった．今自　viel, wenigは普通の付加語的形容詞と
なっている．変化語尾のない形は規則的に単数の主格，対格の名詞にしか添えられなかった. viel
Geld, viel Milch, wenig Geld, Wir haben viel Schnee.　　しかし例外的に　vielen Dank, vieles
Lesenもある．このようにもはやviel wenigは属格と共に用いられなくなった．いくつかの慣
用的表現の中になお，古い用法の痕跡か見られるが，今日では語感」ユ，もはや属格とは解されず，
対格と見倣されている. viel Wesens, Redens, Aufhebens, Ruhmens machen.
　genugは元来普通の語尾変化する形容詞であった. mhd. genuogen liuten genuoge sine man
mhd.においてはgenugはたいてい名詞化された形容詞として名詞の属格とともに用いられた.
　mhd. d6 het er zwivel genuoc
　この用法はルター時代は勿論，18世紀においてもなお普通に用いられた, Brots genug (Lu.),
Ungluck genug (Goe. Schi.).今日においても慣用的に属格構文が用いられている. des Ruhmens
genug ; genug der Tranen ！ Erist Manues genug. しかし，それと並んで現代語ではviel, wenig
の場合と同様にgenugが語尾変化しない付加語的形容詞としても用いられるようになり，属格が
主格，対格にとって代わるようになった. genug Wein ; genug Beispie！； Geld genug.
　mhd.時代にはＷａｚは名詞あるいは中性名詞化された形容詞の部分的属格と共に広く用いられ
ていた. tnhd. Waz wonders ； Waz sorgen； Waz n!annes er weere.　　ところか後に規定圧と被
規定語との関係が逆転してｗaSが本来の属格名詞に対して付加的関係を示すようになった.
　　Was Arbeit unser Held gemacht （Uh1.）
　　Was Menschen gehoren zu der Auffiihrung･
上の文におけるArbeit, Menschenは属格としての形態上の明白な特徴を示しておらず主格，対
格と形態上一致しているため，もはや属格とは見倣されず，主格か対格かのいずれか一方と解され
るようになった．その後，明瞭な属格形を有する語にも類推的にその解釈か及んで, Was sober
flimmen mag und was Gold mag flammen (Riickert)という構文か生じた. Wes Namens？
(a. W. Schlegel), Wes Standes und wes Geschlechtes er auch sei（Ｌｕ.）に付加語的関係が
明瞭に示されている．現代語においては, Wasと名詞との結合はあまり行なわれなくなった．木
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来の属格に代わって前置詞von ； an 等が用いられ, Waz wunders はWas von wunderbaren
Dingen, Waz sorgen はWas von an Sorgen （あ.るいは1 wieviel Sorgen),又, Waz mannesは
Was fur ein Mann というふうに書き換えられるのか普通である．しかし, Wasと中性名詞化さ
れた形容詞との結合は今日でもなお普通に行なわれているが，但し，中性名詞形容詞は主格ないし
対格と解されている. Was hat er Gutes getan ？ これは先述した「ｚ」と「S」の一致により，属格
が主格，対格との区別か困難になり次第に主格か対格かのいずれか一方と解されるようになったた
めである．それに応じて, wasとの関係が逆転してｗaSが付加語的機能を示すようになったと考
凡りれる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，.
　etewazもmhd.時代に名詞あるいは中性名詞化された形容詞の部分的属格と共にしばしば用い
られた. mhd. etewaz guotes,しかしこの属格はmhd.時代の末期に「eS」と「ｅｚ」が一致した
　　　・　　　　●　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　１　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　●ため，今日ではetwas Gutes におけるGutesが本来属格であるという意識か消え，主格ないし対
格と解され, etwasが付加語的形容詞と，見倣されるようになった．その結果etwas Geld, etwas
Ｍｕtのような表現が生じた. etwasと名詞の属格との結合構文はなおGoethe時代にも見られる.
　　friihnhd. etwas geisticher Gabe （Ｌｕ.）
　　r!hd.　　etwas dieser Dinge (Goe.)
しかし，今日ではetwas von diesen Dingen というふう･に属格９ｲ･七わりに　Ｖｏｎを用いて部分的
関係を明確に表現する.
　nihtもmhd.時代には部分的属格と共によく用いられた.
　　mhd. niht mannes.
　　mhd. s6 briche ich miner triuwe niht.　　　　　　　　，
　●　　　f●　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　●　　　.　s s　　　●
近代のドイツ語にもまれに属格と用いられている例がある.
　　friihnhd. Ich kenne euer nicht （Ｌｕｊ　　　　　　　　　　　．
　　　　nhd. Ich kenne des Menschen nicht (Le.)
　　　　nhd. Sie hatten der Speise nicht （KIop）
上の文におけるnichtは語感上，もはや名詞の意識はなくなっていても，元来，名詞であり，現
在のnichtsに当たる語であった．それ故，上の例文に見:られるような構文か生じたものと考えら
れる．この用法はnhd.においてやがて消滅する．現在のドイツ語では慣用的な表現に残っている
にすぎない.
　　Hier ist meines Bleibens nicht.
　15, 6世紀よりnichtは副詞として用いられるようになり，本来, nichtの属格であったnichts
が名詞的に用いられる用法は, Luther時代にはすでにまれになっていた.
　　nichts Glijcks （Ｌｕ.）
nichts Gutes Neues における名詞化形容詞は今日では主格が対格と解されている.
　niemand, jemandも以前は部分的属格と共に用いられていた.
　　mhd. (n)ieman guoter, fremder
次に挙げる一連の代名詞は今なお部分的属格と共に用いられる.
　eines, keiner, einige, etliche, jeder, derjenige, welcher meiner Ffeunde あるいはvon meinen
Freunden但し，これらの一連の代名詞の支配する部分的属格の名詞は常にある一定の限定された
全体を表わす．これに反して，人称代名詞の属格は不定の全体を表わす場合にのみ用いられ，ある
一定の限定された全体を表わす場合には今日ではＶｏｎあるいはunterによって代わられる.
　　Wir waren unser zehn.
この場合unserは不定の全体を表わす．
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　　zehn von uns waren anwesend.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･　　●　一一　.
この場合のＵｎＳは具体的に限定された特定数を表わす．以前はこの制限は行なわれなかった
unser-einer= einer von unser･:Art,の中に古い用法の名残りが見られる．
５ 述語的属格の退化
　mhd.では属格が述語的にしばしば用いられた. friihnhd. Gebet dem Kaiser, was des Kaiser
ist. (Lu. ) nhd. Dies Haus ist meisos Herrn, des Kaisers. (Schi.) mhd. Erist von edelen
kiinne. (Nib. )　　　　　　　　　　　　ヽ.,.
　しかし，今日，この属格の用法は後退し，文章論的関係をもっと明確に表現出来る他の手段によ
って代用布れている．所有の属格については動詞geherenを伴なった表現が用いられている√Das
Haus gehort dem Kaiser.　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　又出･所，身分の属格については前置詞構文が用いられている. Er ist von Adel。von hohem
Stande, aus cuter Familie.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト’･
　しかしながら･，特徴，特に内的状態を表現する属格は1次のような多数の慣用的表現の中に保持さ
れている
　Sie war guter Dinge, guter Laune, gerten Mutes, der Ansicht, der Meinung, des Glauben,
der Uberzeugung, guter Hoffnung,!eichten Herzens usw.　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　４ン　形容詞め補足語に用いられる属格の退化
　この属格はmhd.時代に盛んに用いられたが, nhd.に至って次第に後退し，-一部は対格と，一
部は前置詞結合によって代用されている2
　　mhd. der schilte bar (Hartmann)
　　　″　alles arges fri
　　　／／　　loubesalsd laere (Hartmann)
　　fruhnhd. sie sind voll siiBer Weins （Ｌｕ.）
　　　　　nhd. leer des allmachtigen Gotterblicks (Klop. )
　今日，属格に代わってたいてい前置詞が用いられる.
　　reich an ； arm an ； voU von ； froh iiber; frei von
　対格支配の形容詞は現在ansichtig, gewahr, notig, los (または. los von) gewohnt (し
ばしばgewohnt an. 後にgewQhnt ａｎ）
　属格の以前の広範な使用の痕跡か次のような合成語に見られる.
　　sehensreich, ungliicksschwanger, schuldenfrei, ansprachslos.
　現代語では属格は次の形容詞に添えて規則的に用いられる，　machtig‘wiirdig, eingedenk,
bewuBt, kundig, gewartig, gewiB, habhaft, sicher, verdachtig, wurdig, teilhaftig, bediirftig,
gestandig, verlustig, bar, usw.
　高尚な文体においては, iiberdruBig, satt, miideも属格と用いられる．日常語では最後の三つは
対格とともに用いられる．しかし, mudeはたいていvon　と共に用いられる．しかしfahigは
neuer Eindriicke fahig sein のような慣用的表現においてなお属格が用いられる．それ以外では
今日，たいていｚｕと共に用いられる. schuldigは異格を伴なう場合は，その属格名詞の意味は
犯罪，罰を意味する．
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　　des Diebstahls, des Mordes schuldig sein.　　　　　　’
　　des Todes schuldig sein
それ以外の意味，すなわち「借りている」ものを表わす場合には対格が用いられる.
　Keinen Pfennig groBen Dank, einem das Leben schuldig sein
wertも以前は常に属格が用いられていたが，現在ではwiirdigの意味の場合にのみ用いられる.
der Beachtung wert； des Vertrauens wert それ以外の意味の場合は対格が用いられるkeinen
pfennig･wert.　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．副詞的･属格
　mhd.においては状況規定の表現に属格が非常に盛んに用いられた．しかし現代語では，その用
法が後退した．属格の多くは副詞化しているか，前置詞によって書き換えられている，属格の名残
りが今日若干の慣用的表現の中に見られる.
　　０r ging seines Weges ； geraden Weges
　　woher, wohin des Weges, rechter Hand
場所の属格は一部は迎勁の行なわれる領域，あるいは道程を，-一部は運動の方向，目標を表現する
場合に用いられた，今日では属格に代わって前置詞構文が用いられる.
　　mhd. des endes はin der Richtung　　　　　　　∧　　　･.イ
　　　　　beider wege はauf beiden Seiten
たとえ属格か用いられていてもその属格はもはや属格と意識されず，副詞を構成するための語尾
-sと見倣され，副詞化しまっている.
　　nhd. rechts, links
これは時の属格についても同様である．時の属格はmhd.において，しばしば用いられた．この
属格はしばしば繰り返される出来事が属する時刻あるいは時代を意味する.
　　mhd. eines tages, maneges tages, der nehte, nahtes, morgens, jares, der stunt
この属格は今日もなお非常によく用いられている.
　　mhd. eines Tages, dieser Tage, des Sommers, des Winters
しかし，名詞の意味は弱められ，形態は純粋な副詞に近づいている．純粋な副詞に化してしまって
いるものに, morgens, nachmittags, abendsなどかある．
　行為の方法を表現する状況の属格も以前は非常に普及していた．しかし今日では多くは前置詞に
よってumschreibenされている.
　　ahd. dankesはals Dank
　　mhd. sturmsはim Sturm
　　mhd. roubesはmit Raub
　　mhd. gewaltesはmit Gewalt.　　　　　　　　　　　　　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に
　現代ドイツ語では強変化属格の語尾-sが消滅しつつある. Goethe時代には, Die Leiden des
jungen Werthers と云っていたが，今日ではdie Schriften des alten Uhland ； die Manner des
neuen Europa というのが一般的である．又ich erinnere mich seiner； Vaters Haus に見られる
属格め用法は今日では，それぞれan ihn, von Vater　と前置詞結合にとって代わられる傾向にあ
る，現代ドイツ語では属格の機能が次第に冠詞，前置詞によって代用されつつある．この変化現象
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は言語類型学的に見れば総合的な言語構造から分析的な言語構造への発展傾向を示しているといわ
れている．この傾向は格の領域においてばかりでなく，動詞の語形変化の範ちゅうにおいても見ら
れる.
　Wenn ich fortgingeよりもwenn ich fortgehen wurde の方が好んで用いられる．
　このように接続法第二.式は次第に消滅して，助動詞werdenによるUmschreibungが行なわれ
ている．これはH. Moserによれば，数世紀以来ヨ’－ロッパのあらゆる文化言語に特有の傾向で
あり，すでにロマンス諸語およびオランダ語，英語も分析性を得ており，ドイツ語も遅ればせなが
らその傾向を次第に呈して来ている．この現象は外部的影響によるのではなく，それぞれの言語に
その傾向への言語的萌芽を本来潜在的に有しており，それが自主的に発展して顕在化したことによ
ると考えられるか，属格に代わる前置詞，冠詞の用法の成立事情についてもそのような言語的萌芽
の開花の可能性か考えられるのではあるまいか．
mhd.
fruhnhd
nhd.
Lu.
Schi
Goe.
Uhl.
略
　－
　－
　－
　－
　－
　－
　－
語
mittelhochdeutsch
fruhneuhochdeutsch
neuhochdeutsch
Luther
Schiller
Goethe
Uhland
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